
　

昨
年
は
、
岐
阜
県
産
業
が
大
き
く

発
展
し
得
る
条
件
が
整
っ
た
一
年
で

あ
っ
た
と
思
う
。

　

東
海
環
状
自
動
車
道
の
東
回
り

ル
ー
ト
の
開
通
に
よ
り
、
日
本
一
元

気
な
三
河
地
域
と
直
結
し
た
。
重
厚

長
大
産
業
時
代
は
港
が
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
た
が
、

今
の
時
代
は
高
速
道
路
網
の
整
備
と

Ｉ
Ｔ
時
代
に
欠
か
せ
な
い
高
速
通
信

網
の
整
備
が
重
要
で
あ
り
、
昨
年
、

そ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
大
き
く

前
進
し
、
今
後
の
本
県
経
済
発
展
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
経
済
波
及
効
果
が
七
兆
七

千
億
円
と
も
言
わ
れ
る
愛
知
万
博
や

可
児
市
で
行
わ
れ
た
花
フ
ェ
ス
タ
２
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主な記事

昨
年
を
振
り
返
っ
て

抱負を語る辻会長 ～会長新春インタビュー～

０
０
５
の
開
催
は
、
中
部
経
済
を
活

発
化
さ
せ
、
本
県
経
済
へ
の
プ
ラ
ス

効
果
も
大
き
か
っ
た
。

　

県
内
企
業
の
九
十
九
％
以
上
が
中

小
企
業
で
あ
る
が
、
中
に
は
世
界
に

通
じ
る
技
術
力
を
持
つ
企
業
も
少
な

く
な
い
。
ま
た
、
高
度
化
資
金
な
ど

中
小
企
業
施
策
を
活
用
す
る
た
め
、

企
業
が
資
本
金
や
従
業
員
数
を
抑
制

し
て
き
た
企
業
も
あ
り
、
企
業
規
模

の
大
、
小
だ
け
で
企
業
の
力
を
判
断

す
る
事
は
難
し
い
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
は
、
中
小
企
業
対
策
と
い
う
概
念

で
は
な
く
、
大
・
中
・
小
の
企
業
区

別
を
な
く
し
、「
企
業
」
と
し
て
施
策

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

我
が
国
産
業
の
強
み
は
、
①
優
れ

た
技
術
を
持
っ
た
中
小
企
業
の
存
在
、

②
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

平成１８（２００６）年、明けましておめでとうございます。
　昨年、中央会は創立５０周年を迎え、皆様のご協力を得て、記念式典を開催させていた
だきました。本年は、本会にとって、新しい半世紀の最初の年となります。
　県内中小企業の皆様にとって、経済の大競争の影響の中、新分野の開拓、経営の革新
など新しい取り組みに奮闘され、また、組合においても、旧来の事業の見直しと新しい
組合事業の開拓を求められ、変革の渦中でご努力されておられます。
　中央会は、皆様のご努力に対しまして、お役に立てるよう、一層の努力を尽くさねば
ならないと考えます。
　本年は、中央会にとっても政府の三位一体改革の影響など、大きな潮目の年となります。
　創立５１年目の年頭に当たり、初心に還って中央会の果たすべき役割を見直し、県内中小
企業・組合の皆様に「役立つ中央会」を目指すべく、心を新たにいたしております。
　会員の皆様の一層のご支援をお願いいたします。

一
層「
役
に
立
つ
中
央
会
」に

　

中
央
会
は
変
わ
り
目
の
時
代

辻
正
中
央
会
会
長
に
聞
く
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競
争
と
協
力
を
可
能
と
す
る
産
業
構

造
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
厳

し
い
国
際
競
争
の
中
で
、
こ
れ
ら
の

強
み
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
取
引

関
係
の
メ
ッ
シ
ュ
構
造
化
が
進
み
、

ま
た
、
新
た
な
分
野
に
対
応
し
た
技

術
開
発
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
は
人
材
確
保
が

難
し
く
、
ま
た
、
優
れ
た
技
術
力
を

持
つ
人
材
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
、
技
術
力
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
力
、
ブ
ラ
ン
ド
力
と
い
っ
た
人

材
の
経
営
資
源
の
確
保
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。今

年
の
展
望

　

近
年
、県
内
の
多
く
の
中
小
企
業
が

中
国
な
ど
海
外
と
の
直
結
戦
略
に
力

を
注
ぎ
、
ま
た
、
国
内
で
は
東
京
に
目

を
向
け
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
愛
知

県
を
中
心
に
、近
県
と
の
交
流
・
連
携

を
重
視
す
る
こ
と
が
必
要
。特
に
、
大

成
功
で
幕
を
閉
じ
た
万
博
の
開
催
や

自
動
車
関
連
業
種
の
好
調
が
目
立
つ

愛
知
県
と
の
交
流
・
連
携
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
て
い
る
。
本
県
と
愛
知
県
が

力
を
合
わ
せ
て
、
中
部
地
区
の
活
況
に

貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

景
気
は
、緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ

る
と
言
わ
れ
る
が
、
決
し
て
楽
な
状
況

で
は
な
い
。
し
か
し
、
何
か
新
し
い
こ

と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、県
経
済
の
発
展
の
た
め
に
は
、

元
気
な
企
業
が
県
内
に
増
え
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
。
本
県
産
業
経
済
に

波
及
効
果
の
大
き
い
企
業
、
知
名
度
や

ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
企
業
の
進
出
が
望

ま
し
い
。ヤ
フ
ー
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
進
出
、

中
・
東
濃
方
面
で
の
企
業
進
出
な
ど
、

最
近
の
県
内
企
業
誘
致
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
。こ
れ
は
、
減
少
に
転
じ
た
県

人
口
の
増
加
の
た
め
に
も
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
県
内
企
業
の
一
層
の
活

性
化
が
期
待
で
き
る
。

中
央
会
の
果
た
す
べ
き
役
割

　

昨
年
、
中
央
会
は
創
立
五
十
周
年

を
迎
え
た
が
、
本
年
は
中
央
会
に
と
っ

て
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
る
。
中
央
会

事
業
へ
の
国
の
補
助
は
三
位
一
体
の
改

革
で
な
く
な
り
、
県
予
算
へ
と
移
行
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
全
国
一
律
の
中
央

会
活
動
か
ら
、
各
県
の
実
態
に
即
し
た

活
動
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
本
会
は
、

高
度
化
資
金
等
の
国
補
助
制
度
利
用

へ
の
支
援
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
の

ニ
ー
ズ
に
役
立
つ
事
業
支
援
に
重
点
を

移
し
、
組
合
や
中
小
企
業
に
と
っ
て

さ
ら
に
役
立
つ
中
央
会
を
目
指
す
。

　

そ
こ
で
中
央
会
で
は
、
活
動
の
幅
を

広
げ
、
組
合
等
の
巡
回
を
強
化
し
、
個

別
の
組
合
の
支
援
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か

く
対
応
す
る
と
と
も
に
、組
合
事
務
局

業
務
の
サ
ポ
ー
ト
や
組
合
事
業
推
進
へ

の
支
援
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
国
が
進

め
る「
新
連
携
」、有
限
責
任
事
業
組
合

制
度
の
活
用
等
に
よ
る
新
た
な
組
織

化
の
推
進
を
強
力
に
推
進
す
る
。
中
央

会
に
は
、
中
小
企
業
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
機
能
強
化
の
支
援
を
軸
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
業
種
の
生
き
た
情
報
の
提
供

や
新
た
な
新
連
携
に
向
け
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
組
合
こ
そ
が
情
報
の
集
積
の
最
高

の
拠
点
で
あ
り
、
中
小
企
業
の
最
高
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
中
央
会
は

こ
れ
ら
の
組
合
を
通
し
て
全
て
の
業
種

の
情
報
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
力
を
発

揮
し
、
他
団
体
や
大
学
等
と
の
交
流
・

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
中
小
企
業
発

展
の
牽
引
役
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

　

今
年
は
、き
め
細
か
い
組
合
支
援
、

新
た
な
連
携
の
推
進
、組
合
の
情
報

化
推
進
を
三
本
柱
と
し
、組
合
、中
小

企
業
に
役
に
立
つ
中
央
会
を
目
指
す
。

　

是
非
、
積
極
的
に
本
会
を
ご
活
用

頂
き
、
ま
た
、
ご
相
談
願
い
た
い
。

　

岐
阜
県
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
協
同

組
合
（
木
野
村
教
眞
理
事
長
）
で
は
、

十
二
月
中
旬
か
ら
組
合
員
の
事
業
所

に
お
い
て
、
お
正
月
を
彩
る
門
松
づ

く
り
に
お
わ
れ
て
忙
し
い
日
々
が
続

い
た
。
ま
た
、
岐
阜
食
品
青
果
協
同

然
と
し
て
野
菜
の
高
騰
が
続
き
、
岐

阜
市
の
中
央
卸
売
市
場
で
五
日
、
初

競
り
が
行
わ
れ
、
組
合
員
が
次
々
と

競
っ
て
い
っ
た
。
前
年
と
比
べ
て
倍

以
上
の
値
段
で
取
引
さ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
�
��

���

���

坂
�
重
雄
氏
が干支

の
陶
額
を
寄
贈

組
合
（
大
江
正
治
理
事
長
）
で
は
、

寒
波
に
よ
る
影
響
で
、
県
内
で
は
依

年
の
瀬
・
年
始
の
組
合
活
動

　

平
成
二
年
、
前
畑
陶
器
�
が
糸
園

和
三
郎
画
伯
の
原
画
で
製
作
し
た

「
午
陶
額
」
以
来
、
十
七
年
に
わ
た
り

坂
�
重
雄
氏
よ
り
干
支
の
陶
額
を
中

央
会
に
寄
贈
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
七
年
か
ら
は
、
牧
進
画
伯
の

原
画
を
基
に
製
作
さ
れ
、本
年
も「
戌

陶
額
」
を
寄
贈
し
て
頂
き
、
中
央
会

事
務
局
に
掲
額
致
し
ま
し
た
。

　

長
年
の
寄
贈
に
対
し
、
中
央
会
役

職
員
一
同
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
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�
…
日
本
最
大
級
の
中
小
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
中
小
企
業
総
合
展
」

平
成　

年
1
月　

〜　

日　

イ
ン
テ
ッ
ク
大
阪
6

http://w
w
w
.sougouten.com

号
館
Ａ
ゾ
ー
ン　

詳
し
く
は
、 
       
 
 
              

/  

18

25

27

　

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連

合
会
（
加
藤
愛
之
輔
理
事
長
）
傘
下

の
十
四
組
合
は
、
販
路
拡
大
を
図
る

た
め
、
組
合
員
が
研
究
開
発
し
た
新

商
品
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
発
表
し
、

地
元
産
地
卸
商
社
等
に
積
極
的
な
売

り
込
み
Ｐ
Ｒ
を
行
う
「
二
〇
〇
六
年

新
春
見
本
市
」
を
開
催
し
た
。

　

一
月
七
日
か
ら
始
ま
る
美
濃
焼
伝

統
工
芸
品
�
を
皮
切
り
に
、
セ
ラ

ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
、
セ
ラ
ト

ピ
ア
土
岐
な
ど
で
開
か
れ
た
。
白
を

基
調
に
し
た
春
ら
し
い
日
用
食
器
や

手
づ
く
り
の
味
わ
い
が
漂
う
焼
き
締

め
な
ど
新
鮮
な
作
品
が
並
べ
ら
れ
、

各
ブ
ー
ス
で
は
早
速
商
談
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
商
品
に
つ
い
て
意
見
を
交

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

陶
磁
器
業
界
の
不
況
打
破
を
期
待

十
四
組
合
が
新
春
見
本
市
を
開
催

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
0
5
に
出
展

イ
チ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

中
小
企
業
活
路
開
拓
調
査
・
実
現

化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
岐
阜
県

イ
チ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
角
田
惇
会

長
）
は
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
十
七

日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
た
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
０

５
」
に
出
展
し
た
。

わ
し
て
い
た
。

　

こ
の
見
本
市
は
、
そ
の
年
の
業
界

の
景
況
を
予
測
す
る
催
し
と
し
て
も

注
目
を
集
め
て
お
り
、
長
期
低
迷
の

中
に
あ
る
業
界
の
不
況
打
破
に
つ
な

が
る
作
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い

た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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消
費
者
と
の
懇
談
会
を
開
催

岐
阜
婦
人
子
供
服（
工
組
）

運
送
業
界
百
二
十
三
組
合
の
ト
ッ
プ
に

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部　
（協）

　

岐
阜
婦
人
子
供
服
工
業
組
合
（
松

原
一
廣
理
事
長
）
は
、
組
合
員
と
消

費
者
と
の
懇
談
会
を
、
十
二
月
十
六

日
に
岐
阜
商
工
会
議
所
で
開
催
し
た
。

　

同
懇
談
会
で
は
、
岐
阜
市
の
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
で
、
幼
稚
園
か
ら
高

校
生
ま
で
の
子
供
を
持
つ
母
親
八
人

と
、
企
業
の
企
画
担
当
者
ら
十
人
が

参
加
し
、
消
費
者
で
あ
る
母
親
か
ら

生
の
声
を
聞
き
、
メ
ー
カ
ー
が
知
り

た
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
様
々

な
情
報
を
収
集
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
普
段
着
の
購
入

場
所
や
洋
服
に
か
け
る
一
ヶ
月
の
費

用
、
商
品
購
入
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、

作
り
手
側
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
商
品
選

び
の
基
準
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

三
日
間
で
十
四
万
人
が
訪
れ
た
同

展
示
会
に
は
、
様
々
な
立
場
の
人
々

が
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
や
環
境
問
題
に

つ
い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ

ル
で
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
現
で
き
る
よ

う
五
百
以
上
の
企
業
・
団
体
が
出
展

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、

サ
ー
ビ
ス
、
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
た
。

　

岐
阜
県
イ
チ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
ト
イ
レ
シ
ー
ト
（
木
製
便
座
）

や
ニ
ュ
ー
タ
タ
ミ
（
表
面
が
刺
繍
さ

れ
た
布
の
畳
）
な
ど
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
開
発
し
た
商
品
を
展
示
し
た
。

出
展
し
た
ブ
ー
ス
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
と
こ
ろ
を
見
学
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー

の
一
つ
に
木
材
関
連
ゾ
ー
ン
か
ら
選

ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
多
く
の
来
場
者

が
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
今
後
の
販
路
拡

大
が
期
待
さ
れ
る
。

　

中
小
の
運
輸
事
業
者
で
組
織
さ
れ

た
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部
協
同
組

合
（
大
野
秀
穂
理
事
長
）
は
、
月
間

取
引
高
が
二
億
円
を
突
破
し
、
全
国

各
地
に
組
織
さ
れ
た
同
形
態
百
二
十

組
合
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

　

同
組
合
は
、
輸
送
の
効
率
化
と
コ

ス
ト
削
滅
を
目
指
し
て
築
き
上
げ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
」

の
管
理
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
と
は
、
組
合
員

間
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
直
結
し
、
各
地

域
や
全
国
に
い
た
る
求
車
（
荷
物
を

運
ぶ
車
を
探
す
）
情
報
と
求
荷
（
運

ぶ
荷
物
を
探
す
）
情
報
を
知
る
事
が

出
来
る
シ
ス
テ
ム
で
、
同
シ
ス
テ
ム

の
活
用
に
よ
り
、
物
流
の
効
率
化
が

図
ら
れ
て
い
る
。

　

大
野
理
事
長
は
、「
運
賃
下
落
や
燃

料
高
騰
な
ど
苦
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
が
、
組
合
員
三
十
一
社
が
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
効
率
よ
く
収
益
を

確
保
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。



海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■はじめに
　米国では、例年、感謝祭（１１月第４木曜日）の翌日（２４日）
が、本格的な年末（クリスマス）商戦開始の日として「ブラッ
ク・フライデー」と呼ばれている。この日は、まだ薄暗い金曜日
の早朝５時から全国的な小売りチェーン店などが一斉に大
売り出しを開始するなど、多くの小売業にとって、１年のうちで
最も高い売り上げをあげる重要な日となっている。
　昨年は、それに追加して、感謝祭明けの月曜日（２８日）を
「サイバー・マンデー」と称する新しい言葉が新聞紙上を賑わ
せた。サイバーとは、インターネットによるオンライン・ショッピン
グを意味しており、年間売上高の大半を稼ぐ年末商戦期にお
いて、インターネット環境の進んだ米国では、今後、このサイ
バー・マンデーが大きな流通の流れを果たすようになるのかも
しれない。
■システム化された商品の返品
　米国では、消費者が商品に満足できない場合には、その商
品（衣料品等）を返品し代金を返済するシステムが確立され
ている。日本と異なり、消費者の心理的な抵抗感やある種の
罪悪感を全く感じさせることなく、また専門の受付カウンターを
設けているところなど、ごく自然に行われているのには改めて
驚きを感じる。
　特に、クリスマスが終わった後の年末・年始の状況は著しく、
現地の新聞も「返品・交換のシーズンが到来」と写真付きで紹
介するほどであり、実際にお店の方にお話を聞いたが、この
時期の返品対応の多さには本当にうんざりしている様子で
あった。
　なお、全米最大の小売り団体である全米小売業協会では、
こうした返品に伴う損失額を年間約１６０億ドルとも推計してお
り、如何にその金額が大きいかがうかがえる。
■返品制度の概要
　ところで、返品の流れは？と言えば、「購入時のレシート（領
収書）」と「商品（未使用）」さえあれば、商品を購入した店舗
以外でも、無期限で返品に応じる全米衣料品チェーン店もあ
る。そのため、消費者には、必ずレシートを保管する習慣もある
ようだが、レシートが無くても、「本人の身分証明書（運転免許
証等）」を提示すれば、返品を受け付けてくれる別の全米衣
料品チェーン店まである。

　また、お店によっては、通常
のレシートとは別に、金額の
記載されていない「ギフト専
用のレシート」もある。これは、
友達などからプレゼントされ
た洋服などが気に入らな
かった場合、購入した本人で
なくても、商品とこのレシートを
お店に持参すれば、返品（交
換）ができるものである。日本
人の感覚では、人から貰った
プレゼントを抵抗感無く返
品・交換する習慣はないが、“気に入らないものを着たくな
い。”という、極めて効率的な考え方には本当に驚かされる。
■新たな動きについて
　この返品制度に対して新たな動きがある。昨年度、ある企
業によって、返品制度を乱用する顧客を管理するためのシス
テムが開発され、既に幾つかの全米衣料品チェーン店に採
用されている。これは、「返品常習者リスト」のようなものであり、
このリストに掲載されると、いざ返品しようとお店を訪れた場合
には、返品を断られることになる。企業にとって、返品は販売時
機を逸した商品として、季節物商品などはそれを値引きして
販売しなければならず、サービスを維持しつつも、こうした損
失をいかに低く押さえるかが利益確保に重要である。
　また、昨年の年末商戦では、近年急速に普及しているクレ
ジットカードサイズのプラスチック製「新型ギフトカード（商品
券）」の売り上げが伸びたのも特徴であり、前述の全米小売業
協会では、この時期の売上高を約１８５億ドル（前年比６.６％
増）と推計している。
　従来、洋服などの商品その物をクリスマス・プレゼントにし
ていた人々が、その利便性やデザイン等からギフトカード購
入に移行しているようであり、各企業も積極的に自社専用の
ギフトカードの販売に取り組み、返品による損失を少なくしてい
るとの報告もある。
　日本では、紙製の商品券が主流であり、金券としての十分
な管理・運営が必要であるが、この新型ギフトカードは、利用
可能額をカードそのものではなく、ホストシステムで管理して
いることから、ここ数年で小売りの８割以上で導入されている
とも言われている。
■結びにかえて
　米国では、企業におけるCRM（Customer Relationship 
Management：顧客関係管理）が重視されているが、こうした
返品制度を見ると、ある意味、日本以上に必要なのかもしれ
ない。
　ただし、この返品制度も、「顧客重視の視点」に立てば、消
費者にとっては極めて便利なものであり、こうした面において、
最新の IT（情報技術）の活用は必要不可欠である。
　今回のサービスを通して、既存のビジネスに、ちょっとした
消費者からの視点を導入することで、新たなビジネスのヒント
はまだまだ多く隠されているのかもしれない。

商品返品制度から見る米国小売り事情について
～消費者向けビジネスの新たな動き～

岐阜県ニューヨーク駐在員　山田　浩司
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�
…
「
日
中
国
際
問
題
討
論
会　

公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」　

平
成　

年
１
月　

日　
　
　

時
〜　

時　

未
来
会
館

１８

１８

（水）

１５

１７

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
田
中
均
（
前
外
務
審
議
官
）
氏
ほ
か　
【
問
い
合
わ
せ
先
】　

岐
阜
県
交
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
〇
五
八

－

二
七
七

－

一
〇
一
三
）

（財）

（５）

１２月景況調査

合
の
増
加
が
改
善
業
種

割
合
を
上
回
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

売
上
高
Ｄ
Ｉ
値
は
、

プ
ラ
ス
の
値
（
プ
ラ
ス

３
）
に
転
じ
、
改
善
の

動
き
が
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
収
益
状
況
Ｄ

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
（
う
ち
八
十

四
組
合
に
よ
る
集
計
）
を
対
象
に
ま
と
め
た
『
十

二
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

　
〔
十
二
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小

企
業
の
特
色
は
①
景
況
停
滞
感
、
②
原
材
料
・
原

油
高
の
価
格
転
嫁
難
が
問
題
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
二
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感

Ｄ
Ｉ
値
で
見
る
と
、
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

と
な

１６

り
、
前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

に
対
し
２
ポ
イ
ン
ト
の

１４

悪
化
と
な
っ
た
。

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、
４
月
以
降
、
緩
や
か
な
改

善
傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、
７
ヶ
月
ぶ
り
に
悪
化

の
動
き
と
な
っ
た
。
要
因
は
、
改
善
業
種
、
悪
化

業
種
の
割
合
と
も
に
増
加
し
た
が
、
悪
化
業
種
割

Ｉ
値
に
つ
い
て
も
緩
や
か
な
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、

マ
イ
ナ
ス　

と
依
然
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
水
準
で
あ
る
な

２６

ど
、
取
引
先
か
ら
の
低
価
格
要
請
が
続
く
厳
し
い
状
況

に
加
え
、
原
材
料
費
の
上
昇
、
原
油
の
高
騰
に
伴
う
燃

料
費
や
石
油
系
材
料
・
資
材
の
価
格
上
昇
な
ど
に
よ
る

コ
ス
ト
増
が
収
益
を
圧
迫
し
、
売
上
の
増
加
が
収
益
改

善
に
結
び
付
き
に
く
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

金
型
、
機
械
関
係
の
業
種
等
の
業
況
は
引
き
続
き
好

調
で
あ
る
が
、
他
の
業
種
で
は
、
公
共
事
業
の
縮
小
、

企
業
間
競
争
、
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
止
ま
り
、
低

価
格
志
向
な
ど
の
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
全
般
的
に
は
、
景
気
の
先
行
き
に
対
す
る
不
安

感
は
依
然
根
強
く
、
中
小
企
業
の
経
営
状
況
の
改
善
は

進
ん
で
い
な
い
。

景

況

停

滞

感

原
材
料
、原
油
高
に
よ
り
収
益
伸
び
ず

　県内中小企業主要業種の景気動向
（１２月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△窯 業 原 料
△△△▲△▲石　 　 灰
△△△△○▲生 コ ン ク リ ー ト
△△△△▲△砂 利 生 産
△△△▲△▲砕 石 生 産
▲○▲▲○○鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△○刃物等金属製品 （内需） 
○△○○○○メ　 ッ　 キ
○△○○△○県 金 属 工 業 団 地
△△△▲△△可 児 工 業 団 地
○△△△△△金　 　 型
○○△○△○電 気 機 械 器 具
○△○○△○輸 送 用 機 器
▲△△▲△▲各種物産品（観　 光）
▲△▲▲△▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売（飛騨地区）
▲△▲▲▲△電 設 資 材 卸
△○△△△○陶 磁 器 産 地 卸
○▲△○○○機 械 ・ 工 具 販 売
△△△△▲▲青 果 販 売
△△△△△△水 産 物 商 業
△△△▲▲○家 電 機 器 販 売
▲△▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
△▲△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△○○○○○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△▲△△△共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△▲▲▲▲生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
▲△▲▲△○豆 腐
○△△▲○○食 肉 （ 国 産 ）
▲△△▲△▲菓　 　 子
○○△○△○米　 　 菓
△△△△○▲寒 天 水 産
▲△△▲△▲製 麺
△△△△△△撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲△▲毛　 織　 物
△△△△△△合 成 繊 維 織 物
△△△△○○メ ン ズ ア パ レ ル
――――――婦 人 ・ 子 供 服
△△△○△○縫　　 製（既製服）
△△△△△○製　 　 材
△△△△△○銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 地 区 ）
△△▲▲△▲東 濃 ひ の き
△△△△▲△家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
▲△△△△△紙　 加　 工　 品
○△△△△○印　 　 刷
△△△△○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△○陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△▲▲△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲▲▲▲△▲岐 阜 市 商 店 街
▲△▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲△▲恵 那 市 商 店 街
△△△△△△高 山 市 商 店 街
△△△△△○自 動 車 車 体 整 備
△△○○○○自 動 車 タ イ ヤ 整 備
△△△△△△長 良 川 畔 旅 館
△△△▲△▲下 呂 温 泉 旅 館
○△△△△○高 山 旅 館
▲△△▲△▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
▲△△▲▲▲映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△△△△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△○理 容 ・ 美 容 業
▲△▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）
▲△▲▲▲▲土木・建築（羽島地区）
△△▲▲△△建築（各務原地区）
△△△△△△鉄 構 造 物
▲△▲▲▲▲電 気 工 事
▲△△▲△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△▲△△△木 製 建 具
▲△▲▲▲△産直住宅（付知地区）
△△△△△○貨 物 運 送（ 県 域 ）
○▲△○△○軽 運 送



　

我
が
国
は
人
口
減
少
社
会
に
突
入

す
る
と
と
も
に
、
団
塊
の
世
代
の
大

量
退
職
も
あ
り
、
労
働
力
人
口
の
減

少
は
加
速
し
、
県
内
で
も
労
働
環
境

は
激
変
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
男
女
を
含
め
た

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
進
め
、
子
ど

も
を
生
み
育
て
や
す
い
社
会
環
境
と

す
る
た
め
、
経
営
者
の
意
識
改
革
、

職
場
環
境
の
日
常
的
な
改
善
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
企
業
価
値
を
高

め
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
岐
阜
県
中
央
会
で
は
、

岐
阜
県
や
�
岐
阜
県
経
営
者
協
会
な

ど
と
の
共
催
で
、「
超

少
子
化
社
会
の
働
き

方
を
考
え
る
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。

【
開
催
日
時
】

〈
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ

パ
ン
〉

　

平
成　

年
２
月
３
日　

１８

（金）

　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１６

３０

〈
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
〉

　

平
成　

年
２
月　

日　

１８

２２

（水）

　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１６

００

【
講
演
講
師
】

〈
大
垣
会
場
〉
坂
東
真
理
子
（
昭
和

女
子
大
学
副
学
長
）

〈
高
山
会
場
〉
中
村
み
ゆ
き
（
日
本

経
済
新
聞
社
論
説
委
員
）

　

講
演
の
後
に
は
、
次
世
代
育
成
に

積
極
的
な
企
業
の
皆
さ
ん
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
、
申
込
み
等
は
、

中
央
会
・
調
査
労
働
チ
ー
ム
ま
で
。

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

超
少
子
化
社
会
の
企
業
を
考
え
る

リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内
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岐
阜
県
中
央
会
は
、
青
年
中
央
会

と
連
携
し
、
組
合
青
年
部
懇
談
会
を

十
二
月
十
二
日
に
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

で
開
催
し
た
。

　

現
在
、
美
濃
焼
産
地
の
陶
磁
器
関

連
業
者
は
、
景
気
低
迷
に
よ
る
国
内

市
場
の
縮
小
、
中
国
等
か
ら
の
低
価

格
商
品
の
流
入
等
に
よ
り
、
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ
る
た
め
、
次
代
を
担

う
若
手
経
営
者
や
後
継
者
等
を
対
象

に
「
美
濃
焼
産
地
の
現
状
と
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
〜
連
携
に
よ
り
新

し
い
活
路
を
探
る
！
〜
」
を
テ
ー
マ

に
懇
談
会
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
岐
阜
県
イ
チ
イ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
及
び
美
濃
焼
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
角
田
惇

会
長
と
三
宅
利
勝
東
濃
支
所
長
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
事
例
発
表
を
行
っ
た
。
続

い
て
、
専
門
家
と
し
て
日
本
福
祉
大

学
経
済
学
部
の
中
村
智
彦
助
教
授
、

東
濃
信
用
金
庫
の
伊
藤
健
氏
を
交
え
、

意
見
交
換
に
移
り
、
美
濃
焼
産
地
の

現
状
と
課
題
、
新
し
い
連
携
の
活
用

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

　

座
長
を
務
め
た
中
村
助
教
授
は
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

①
十
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
地
域
の
若

手
経
営
者
が
考
え
よ
。
②
市
場
は
地

球
規
模
で
考
え
、
積
極
的
に
市
場
を

海
外
に
求
め
よ
。
③
余
力
の
あ
る
う

ち
に
新
し
い
事
に
取
り
組
め
。
④
自

企
業
よ
り
弱
い
企
業
と
の
連
携
は
意

味
が
無
い
。

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を
利用すると、２４時間いつでも所得税、消費税（個人）の
確定申告書や青色申告決算書などが作成できます。
次の３ステップで、税務署に行かなくても確定申告がで
きます。

◇入力したデータを基に税額などが
自動計算されますので、計算ミスが
なくなります。
◇作成途中のデータも保存すること
ができます。  ◇自宅やオフィスから申告や納税ができます。

　① 申告 （所得税、法人税、消費税、酒税、印紙税）

　② 法定資料の提出　③ 納税 （全税目）　④ 申請・届出など

◇源泉所得税の毎月納付、消費税の中間申告・納付など、
ご利用回数の多い手続に大変便利です。
 
※ e-Tax のご利用に当たっては、事前に利用開始のための手続等が必
要です。

※国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成したデー
タを e-Tax に引き継いで電子申告することができます。

※このコーナーで作成したデータを利用して、プリントアウトが不要
な電子申告を行うことができます（ご利用に当たっては、事前に利
用開始のための手続等が必要です）。

自宅のパソコンで確定申告書が作成できます！ e － Tax　インターネットで申告・納税！

ステップ１　申告データの入力

ステップ２ 　プリントアウト

ステップ３　 税務署に送付

イー タックス

美
濃
焼
産
地
で

懇
談
会

e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用すると



2006 年（平成 18 年）1月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 555 号（７）

�
…「
組
合
理
事
長
・
新
春
の
抱
負
」
の
原
稿
を
募
集
！　

本
紙
一
月
号
で
掲
載
予
定
。　

字
数
＝
三
百
字
程
度　

締
め
切
り
＝
一
月
五
日　
（木）

組
合
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
原
稿
は
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
中
央
会
・
情
報
広
報
チ
ー
ム
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
活
力
あ
る
岐
阜
県
づ
く

り
の
た
め
、
県
民
の
目
線
に
た
っ
て
、

産
業
振
興
に
向
け
た
県
の
政
策
、
施

策
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
産
業

振
興
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
と
も
い
う

べ
き
「
岐
阜
県
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
す
る
た
め
、
産
業
界
や
学
識

経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
た
産
業
振
興

懇
談
会
を
設
置
し
た
。

　

岐
阜
県
中
央
会
か
ら
は
、
辻
正
会

長
と
関
道
朗
副
会
長
が
委
員
と
し
て

就
任
し
、
十
二
月
十
三
日
に
県
庁
で

第
一
回
目
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。

県
産
業
振
興
の
委
員
に
就
任

辻
会
長
・
関
副
会
長

　

岐
阜
県
中
央
会
で
は
、
売
れ
る
商

品
づ
く
り
と
自
己
満
足
の
商
品
づ
く

り
で
決
定
的
に
違
う
の
は
消
費
者

ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
に
あ
り
、
売
れ

る
商
品
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は

『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
商
品
開
発
に
お
け
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
に
つ
い
て
研
修

会
を
開
催
致
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
平
成　

年
２
月　

日

１８

１０

　
　
　

時　

分
〜　

ホ
テ
ル
パ
ー

（金）

１４

３０

ク
・
会
議
室

【
講
師
】
関
西
学
院
大
学
大
学
院　

経
営
戦
略
研
究
科　

梅
本
春
夫
教
授

【
問
い
合
わ
せ
】
中
央
会
・
組
織
指
導

チ
ー
ム

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
学
べ
ま
す
！

�
も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
�
を
学
ぶ

「
世
界
一
の
小
企
業
」松
浦
社
長
の
講
演
も

　
�
も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
�
ト
ー

ク
イ
ン
東
海
（
主
催
＝
独
立
行
政
法

人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
）
が
、
中

央
会
も
協
賛
し
て
開
催
さ
れ
る
。

　

先
着
順
採
用
、
定
年
な
し
で
世
界

レ
ベ
ル
の
「
匠
」
を
育
て
、
極
小
の

精
密
部
品
で
世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
と
な
っ
た
�
樹
研
工
業
の
松
浦

元
男
取
締
役
社
長
よ
り
「
中
小
企
業

の
戦
略
と
行
動
」
を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
団
体
や
企

業
等
の
も
の
づ
く
り
展
示
、
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
会
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。

【
日
時
・
場
所
】
平
成　

年
２
月　

日

１８

２５

　
　
　

時
〜　

時　

東
海
職
業
能
力

（土）

１０

１７

開
発
大
学
校

【
問
い
合
わ
せ
】
大
学
校
（
〇
五
八
五

地
域
団
体
商
標
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

平
成
十
八
年
四
月
一
日

な
ん
で
も
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

岐
阜
県
中
央
会
で
は
、
同
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
と
共
催
で
、
浄
土

宗
尼
僧
の
小
林
良
正
庵
主
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
平
成　

年
２
月
３
日

１８

　

昨
年
六
月
に
商
標
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
四
月
よ
り
地
域
団
体
商
標
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
改
正
で
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
適
切
に
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
、

競
争
力
の
強
化
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
支
援
す
る
た
め
、「
地
域
団
体
商

標
」
と
し
て
登
録
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

地
域
団
体
商
標
と
は
、
夕
張
メ
ロ

ン
、
有
田
焼
、
道
後
温
泉
な
ど
地
域

名
と
商
品
名
（
役
務
名
）
か
ら
な
る

文
字
商
標
に
つ
い
て
、
事
業
協
同
組

小
林
良
正
庵
主
の
講
演
会
を
開
催
！

合
等
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
隣
接
都
道
府
県
に
及
ぶ
程
度

の
周
知
性
を
獲
得
し
た
場
合
に
商
標

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
、
こ
の
登
録
が
で
き
る
者
は
、
事

業
協
同
組
合
、
そ
の
他
特
別
法
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
組
合
（
法
人
格

が
必
要
）
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
同
制
度
の
詳
し
い
解
説
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
岐
阜
県
中
小
企
業

情
報
・
組
合
等
活
性
化
情
報
」
�
一

〇
〇
号
を
ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
、
ご

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
中

央
会
・
情
報
広
報
チ
ー
ム
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　

時　

分
〜　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

（金）

１３

３０

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
「
孔
雀
」

【
テ
ー
マ
】
人
の
心
と
経
営
の
心

【
問
い
合
わ
せ
】
中
央
会
・
情
報
広
報

チ
ー
ム

－

三
四－

三
六
〇
〇
）

　

全
国
九
ヶ
所
の
中
小
企
業
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

中
小
企
業
者
が
気
軽
に
経
営
相
談
等

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
話
相
談
窓

口
「
な
ん
で
も
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
�
〇
五
七
〇－

〇
〇
九
一
一
一
）」

を
、
平
日
（
午
前
九
時
〜
午
後
七
時
）

及
び
土
曜
日
（
午
前
十
時
〜
午
後
三

時
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
下
さ
い
。



�
…
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！
消
費
税
の
簡
易
課
税
（
平
成　

年
分
か
ら
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
っ
た
皆
様
）　
【
名
古
屋
国
税
局
・
税
務
署
】

１７

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
方
は
、
平
成　

年　

月　

日
ま
で
に
「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

１７

１２

３１
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へお

知
ら
せ
で
す
！

〈
十
二
月
十
六
日
〜
三
十
一
日
〉

　

日　

中
部
経
済
新
聞
・
辻
会
長
新

１６
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（
中
央
会
サ
ロ
ン
）

　

日　

大
塚
滋
治
氏
褒
章
受
章
祝
賀

１７
会
（
岐
阜
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
）

　

日　

岐
阜
地
域

１９
留
学
生
交
流
推

進
協
議
会
総
会
（
岐
阜
大
学
）

　

日　

第
７
回
岐
阜
県
政
策
総
点
検

２２
県
民
委
員
会
（
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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○
精
神
障
害
者
に
対
す
る
雇
用
支
援

に
つ
い
て

　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
精
神
障

害
の
あ
る
方
を
雇
用
率
の
対
象
と
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。（
四
月
施
行
予

定
）

　

そ
こ
で
、
独
立
行
政
法
人
高
齢
・

障
害
者
雇
用
支
援
機
構
の
地
域
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
専
任

の
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配

置
す
る
こ
と
に
よ
り
支
援
体
制
を
強

化
し
、
精
神
障
害
者
及
び
事
業
主
双

方
に
対
す
る
専
門
的
か
つ
継
続
的
な

雇
用
支
援
（
事
業
名
＝
精
神
障
害
者

総
合
雇
用
支
援
）
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

　

同
事
業
で
は
、
精
神
障
害
者
の
雇

用
に
取
り
組
む
事
業
主
等
に
対
し
て
、

精
神
障
害
者
の
新
規
雇
入
れ
、
休
職

中
の
精
神
障
害
者
の
職
場
復
帰
、
在

職
精
神
障
害
者
の
雇
用
継
続
に
係
わ

る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
主
治

医
等
医
療
機
関
と
の
連
携
の
下
で
、

専
門
的
な
支
援
が
行
わ
れ
る
。

　

な
お
、
法
改
正
に
関
す
る
詳
細
は
、

厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
、
雇
用
支
援
の

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
同
機
構
（htt

p：
//w
w
w
.jeed.or.jp/

）
の
Ｈ
Ｐ
で

ご
確
認
下
さ
い
。

○
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
障
害

者
の
把
握
・
確
認
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
つ
い
て

　

障
害
者
雇
用
率
制
度
や
障
害
者
雇

用
給
付
金
制
度
の
適
用
に
当
た
っ
て

は
、
各
事
業
主
に
お
い
て
、
障
害
者

で
あ
る
労
働
者
の
人
数
、
障
害
種
別
、

障
害
程
度
等
の
把
握
・
確
認
す
る
必

要
が
生
じ
る
が
、
そ
の
際
に
取
り
扱

う
情
報
は
、
個
人
情
報
保
護
法
を
始

め
と
し
た
法
令
等
に
十
分
留
意
し
、

適
正
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

特
に
前
述
の
法
改
正
に
よ
り
、
精

神
障
害
者
に
対
し
て
も
雇
用
率
制
度

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
在
職

し
て
い
る
精
神
障
害
者
の
把
握
・
確

認
に
あ
た
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

岐
阜
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
高
度
化
事

２６
業
審
査
会
（
県
議
会
棟
）

　

日　

岐
阜
財
務
事
務
所
石
原
恭
介

２８

所
長
来
会
（
中

央
会
サ
ロ
ン
）

〈
一
月
一
日
〜
十
五
日
〉

４
日　

仕
事
始
め
式
（
中
央
会
サ
ロ

ン
）

〈
二
月
中
〉

３
日　

女
性
経
営
者
等
支
援
セ
ミ

ナ
ー
（　

時　

分
〜
／
ホ
テ
ル
グ

１３

３０

ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

３
・　

日　

超
少
子
化
社
会
の
働
き

２２
方
を
考
え
る
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（　

時　

分
〜
／
３
日
＝
ソ
フ

１３

３０

ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
・　

日
＝
高
山

２２

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
）

　

日　

解
説
！
も
の
づ
く
り
に
お
け

１０
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性

（　

時　

分
〜
／
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

１４

３０

　

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
で
は
、「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
障
害
者
の

把
握
・
確
認
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
取

り
ま
と
め
た
の
で
、
該
当
す
る
企
業

等
に
お
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

で
ご
確
認
下
さ
い
。

　

退
職　

村
井
朝
美
（
十
二
月
三
十

一
日
付
）

　

異
動　

管
理
調
整
チ
ー
ム　

�
橋

徹
（
一
月
一
日
付
）

中
央
会
の

人
事
異
動
に
つ
い
て

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。


